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紹 介

NOC技術ノ ー ト No. 688 

NR に対するワックス／老化防止剤の耐オゾン効果について (2)

前lril", NRにサンノックと老化防止剤を配合した場合

の加硫への影智について紹介した 、 今l(jjは， 熱老化前後の

加硫ゴムの物性について紹介する ＊

表1に加硫ゴム物性図1及び図2に熱老化後のTb, Eb 

の変化率を示ず初期物性は，AW-N, 810-NA, 6Cで老

化防止剤なし（プランク）より引張強さ， 伸びが高くな

り， モジュラスがわずかに低Fする 、 サンノックは初期物

性にはとんど影響しない熱老化後の加硫ゴムは，810-

NA, 6Cが良好である サンノックありはEb変化率が小

さくなっている｀

実験

t 配合

NR JOO, 酸化亜鉛5, ステアリン酸1, N330 50, ナフテ

ン系オイル10, 硫寅2會 CZl, サンノック公0, 老化防I卜．

剤2.0 (AW畑Nは 3、O)

2, 試験項目

(1)引張試験

(2)硬さ試験；デュロメ--31-A

(3)熱老化試験；ギャ ー 老化試験機70℃ x 30 H

加硫シ ー ト作成条件；プレス加硫145℃ X 20分

参考文献

I) NOC技術ノ ー トNo.岱7H本ゴム協会誌2018, 91, 会古101.

ここに記載した内容は， 細心の注意を払って行った試験

に基づくものでありますが結果をすべて確実に保証する

ものではありません
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図2 熱老化後のEb変化率

表1 加硫ゴムの物性
‘� � 

サンノック なし

老化防止剤 プランタ AW-N 810-NA 6C プランク AW-N 810-NA 6C 

Tb [MPal 25.3 27.5 因8 26.7 , 25.4 26.4 27.3 訂.5

Eb[%] 仰 51() 510 4印 450 510 5⑳ 510 

初期 S_00 [MPal 3.6 3,4 3.5 3.0 3,6 2.9 3,2 3.5 
物性 S200 [MPa] 9.4 9.2 9.2 &3 9.4 7.9 8.7 9.1 

S300 [MPal 16」 15.6 15.5 14.8 15.8 14.0 14.8 15.3 

64 64 64 64 63 62 63 

18.5 (33) 20.3 (一切） 21.l (21) 168 (- 34) 19.4 (- 27) 21.6 (21) 21.5 (22)

熟老化
250 (- ,j,I) 2似） (... 43) 310 (- 39) 330 (- 33) 270じ40) 320 (- 37) 3-10 (-芍） 3原）（ー31)

70℃ 如，lMPaJ 52い44) 訊(+団） 5/l (+郎） 5.2 (+ 73) 5.2 (+44) 5,1 (+ &'l) 5.7 (+78) 55 (+ 57) 
X s珈 fMPa] 13.0 (+認） 13.0 (+41) lH (+46) 13,2 (+ 59) 12,2 (+ 30) 12.5 (+お） 13.4 (+団） 12.9 (+42)

30LI 
如[MPa] 叫1 (+ 30) 20.1 (+ 36) 訊6 (>、:rJ) 19.8 (+ 34) IR2 (+25) 

69 (+ 4) 72 (+8) 7'1 (+10) 73 (+9) I 01 ,, 3) 70 (+7) 71 (+ 9) 70 (+ 7) 

）内は変化率．ただし，!!"は変化を示す

(79) 

•サンノックなし
0サンノックあり

AW-N 810-NA 6C 
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